









れまでに蓄積があるものの（e.g.,小暮 ・ 金子 ・ 五十嵐 ・






































































































算出し、全調査参加者の平均値を図 2 に表した。 2 要








































出された 6 名（男性 3 名，女性 3 名）が縦 3 ×横 2 の
マトリックスに配置された刺激について、集団として

































　次に、パターンＡの結果（図 3 ，モデル 6 名）から
研究 1 の結果（図 2 ，モデル 1 名）を引き算し、モデ
ルが 5 名増えたことによる効果を算出して図 ４ に表し
た。各色の平均評定値に対して 2 要因 2 （モデルの人







































































果（図 3 ）からパターンＢ（ 6 名のモデルが同じ色の
衣服を着用して、 3 名が正面、残りの 3 名が背面を向
いているパターン）の結果を引き算し、図 5 に表した。
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